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世界最大スパンを脊するl.,OOP ·m ·× l ,OOOm の大屋根建設に大林組プロジェクトチームが挑戦／史上初の「砂漠のオリンヒ。ツ勾開催を夢見て……。

1,000m 

屋根を、“ぽ〈の空”と呼んだのは詩人シュベルヴィエルであったO 現代技術を結集してプロジェクトチームかぜ試みた
スーパー・ルーフ建設計画は、まさに“もう一つの空”の創造である。 硲行糞に挑み、その苛酷な自然条件の中で

人間の夢を実現するための屋根一一スーパー・ルーフ。 いつの日か、この大屋根の下で史上初の「砂漠のオリンピック」が開催され、

世界中から集う人々が、スーパー・ルーフを“lまくらの空”と呼ぶときがやって来るかも知れない。
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屋
根
の
設
定

ス
ー
パ
ー
・
ル
！
フ
建
設
の
計
曲
に
あ
た
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
l

ム
は
ま
ず
、
屋
根
の
根
源
的
な
意
味
を
自
ら
に
聞
い
直
す

こ
と
を
第

一
の
作
業
と
し
た
。
人
類
が
洞
窟
を
出
て
、
大地
に
柱

を
建
て
、
も
っ
と
も
素
朴
な
屋
根
を
構
築
し
て
以
来
、
珂
代
に
至

ぜ
い

る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
屋
根
は
自
然
の
示
す
諸
条
件
か
ら
人
聞
の
脆

弱
な
生
命
を
保
護
し
、
安
全
な
生
活
環
境
を
与
え
、
思
想
や
文
化

を
育
む
場
所
を
提
供
し
て
き
た
と
い
え
るや

で
あ
ろ
う

。
屋
根
の
持

②
砂
漠
の
国
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

パ
l

・
ル
l

フ
が
未
来
へ
の
可
能
性
を
聞
く
と
し
た
ら
、
そ
れ
は

ど
の
分
野
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
疑
問
を
解
く
べ
く
、
わ
れ
わ
れ
は

「
砂
漠
と
大屋
根
」

の
可
能
性
を
求
め
て、

各
国
大
使
館
、
各
大

学
の
農
業
及
び
気
象
関
係
研
究
者
、
砂
漠
事
情
に
詳
し
い
商
社
関

係
者
、
砂
漠
緑
化
推
進
団
体
な
ど
か
ら
の
情
報
蒐
集
を
行
っ
た
。

ま
た
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
な
ど
で
体
育
施
設
建
設
を
担
当
し
た
経

験
を
持
つ
当
社
技
術
陣
の
意
見
も
参
考
と
し
た
結
果
、
最
終
的
に

浮
上
し
て
き
た
の
は
、
「
砂
漠
の
因
。
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

」
と
い
う

壮
大
な
夢
Jで
あ
っ
た
。

ス
l

バ
l

・

ル
l

フ
建
設
基
本
構
想

っ
こ
う
し
た

基
本
的
な
意
味
を
、
現
在
考
え
う
る
も
っ
と
も
壮
大

な
ス
ケ
ー
ル
の
下
で
、
新
し
く
t

・b

－
え
直
し
て
み
た
い。

そ
の
た

め
に
は
、
地
球k
に
お
け
る
極
限
的
な
自
然
条
件
と

、

最
新
の
現

代
建
設
技
術
t

の
出
会
い

－

」
そ
相
応
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ

の
基
本
構
想
の
下
に
設
定
し
た
の
が
、
砂
漠に
お
け
る
世
界

最
大
ス
パ
ン
を
持
つ
一
千
日
×
一
千
灯
の
大
屋
根
川
ス
ー

パ
ー
－

ル
l

フ
い
で
あっ
た
。

1 

一
小
毛
と
い
わ
れ
る
砂
漠
に
お
い
て

、

巨
大
ス
パ
ン
を
持
つ
ス
l
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を
設
け
、
さ
ら
に
要
所
要
所
に
は
競
技
場
上
空
へ
と
降
下
可
能
な

懸
垂
式
観
覧
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
た
。
こ

の
ゴ
ン
ド
ラ

は
、
上
空

か
ら
の
テ
レ
ビ
中
継
や
部
分
照
明
用
と
し
て
も
利
用
可
能
で
あ
る
。

③
正
体
ト
ラ
ス
を
覆
う
屋
根
材

立
体
ト
ラ
ス
上
部
を
覆
う
屋
根
材
の
選
択
は
、
今
回
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
中
、
最
難
関
の一
つ
や
で
あ
っ
た
。

砂
漠
の
気
候
条
件
と
ス

ポ
ー
ツ
開
催
の
条
件
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
屋
根
材
に
は
、＠
遮

熱
性
、
＠
自
然
光
の
透
過
性
（
競
技
に
は
照
度

一
千
弓
、
テ
レ
ビ

撮
影
に
は
二
干
す
が
必
要
）
、の
軽
量
性
、
＠
防
雨
性
t

集
水
性
、

＠
耐
熱
性
、
そ
し
て
場
合
に
よ
っ
て
はG
通
気
性
も
要
求
さ
れ
る。

こ

れ
ら
諸
条
件
を
単
一
材
料
で
充
た
すこ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

最
終
的
に
わ
れ
わ
れ
が
表
委
ー
し
た
の
は
、
百
五
十
度
の
耐
熱
性
能

を
持
つ
耐
候
性
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
・

フ
ィ
ル
ム
を
二
重
被
膜
と
し
て

張
り
、
そ
の
中
間
層
に
着
色
気
体
を
出
し
入
れ
す
る
こ
と
に
よ
り

照
度
を
調
節
す
る
方
法
ゃ
で
あ
っ
た。

こ
の
着
色
気
体
の
噴
出
に
よ

り
、
ス
ー

パ
ー
・

ル
！

フ
は
巨
大
な
表
示
板
（
約
四
千
コ
マ
）t

五
輪
マ
！
ク
を
描
き
出
す
演
出
も
可
能
と
な
っ
た。

も
な
り
、

一
千
れ
×

一
千
灯
と
い
う
未
曾
有
の
大
屋
根
に
は
、
は
た
し
て

ど
ん
な
構
造
が
適
し
て
い
る
の
か｜｜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l

ム
は

毎
日
の
よ
う
に
構
造
形
式
に
つ
い
て
の
議
論
を
繰
り
返
し
た
。

巨
大
な
膜
を
空
気
圧
に
よ
っ
て
押
し
上
げ
る
空
気
膜
構
造
、
高

い
塔
か
ら
吊
っ
た
、
ザ
イ
ル
の
聞
を
膜
な
ど
で
覆
う
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

ン
構
造
、
巨
大
な
面
を
構
成
す
る
立
体ト
ラ
ス
に
よ
る
版
構
造
、

ま
た
は
シ
ェ
ル
構
造
：
：
：
。

大
屋
根
の
構
造
に
も
さ
ま
ざ
ま
あ
る

が
、
ス
ー

パ
ー
・
ル
i

フ
の
巨
大
き
と
、
未
知
の
条
件
下
に
お
け

る
建
設
を
去
最
す
る
時
、
構
造
の
選
択
に
は
未
来
へ
の
重
要
な
課

題
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

砂
漠
t

い
う
苛
酷
な
条
件
に
対
す
る
耐
熱
性
や
耐
風
性
、
ス
ポ

三
、
構
造
l

l

未
来
へ
架
け
る
現
代
技
術
の
可
能
性

12 



オリンピック施設リスト
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r o z一～も Qo1 己 G ef'r v心 '" πーで

収容人員
（人）

70 ,000 

35 ,000 

4,000 

3,000 

10,000 

5,000 

20 ,000 

8,000 

70 ,000 

40,00[)

3,500 

ifei

z
---

Z
Ll 

5,000 

5,000 

1,300席

乗用車10,000台
パス 100台

5,000 

5,000 

5,000 

15,000 

4,000 

15,000 

6,000 

延床面積
(ml 

70 ，。。。

52 ,000 

30 ,000 

7 ,000 

25,000 

15,000 

10,000 

15,000 

10,000 

32 ,000 

10,000 

8,000 

7 ,000 

7 ,000 

4,000 

7 ,000 

7 ,000 

7 ,000 

12,000 

4,00(]

5,000 

12,000 

5,000 

3 ,200 

30 ,000 

320 ,000 

1 メインスタジアム

2 サフトラック

3 メインサッカ一場

4 サブサッカ一場

5 馬術場

E クロスカントリー馬術場

7 野路場

8 アーチェリ一場

9 ホッケ一場

10 水泳 ・飛込用プール

11 水球用プール

12 自転車競妓場

1 3 テニスコート

14 厩舎

15 ウエイトリフティング場

16 体燥用体育館

17 管理施設

18 バレーポール場

19 バスケットポール場

20 フェンシング場

21 柔道場

22 管理施設

23 卓球場

24 レスリンク場

25 ポクシンク場

26 モノレールステーション

21i也下ステーション

28 レストラン

29 パーキング

30 中央広場

31 シンボルタ ワー

32 自然公園

33 メインゲート

34 サブゲート

'35 7 ラ ックポール

36 5也

ー
ツ
施
設
と
し
て
の
恒
久
性
、
経
済
性
、
そ
し
て
メ
ン
テナ
ン
ス

の
問
題
。
こ
れ
ら
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は、
現
在
の
構
造

形
式
だ
け
で
は

一
長
．
短
が
あ
り
、
ど
う
し
て
も
未
米
へ
の
手
が

か
り
と
な
る
よ
う
な
創
造
が
必
要
で
あっ
た
。

そ
こ
で
視
野
を
変
え
、
橋
梁
の
世
界
へ
と
日
を
転
じ
て
み
る
t

、

ス
パ
ン

一千
灯
を
趨
す
巨
大
な
吊
橋
の
存
在
に
思
い
当
．
た
っ
た
の

で
あ
る。

吊
橋
は
「
線
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
面
」
と
し
て
と

ら
え
る
方
法
を
わ
れ
わ
れ
は
模
索
し
た
。
そ
の
結
果、
前
述
し
た

立
体
ト
ラ
ス
を
、
タ
ワ
ー
か
ら
ザ
イ
ル
に
よ
っ
て
吊
り
さ
げ
て
支

持
す
る
構
造
へt
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
銅
製
の
パ
イ
プ
と
ポー

ル
・

ジ
ョ
イ
ン
卜
か
ら
成
る
複
層
立
体
ト
ラ
ス
は

、

恒
久
性
に
優

れ
、
強
風
に
対
し
て
も
高
い
剛
性
に
よ
り
安
定
性
を
保
つ、
」
と
が

で
き
る
。

一方
、
タ
ワ
ー
は
大
屋
恨
全
体
を
支
え
る
大
黒
柱
で
あ
り
、
，
e
J晶

子
、
、
ザ
イ
ル
の
支
持
点

t

し
で
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
十
分

な
高
き
と
強
度
を
芳
忌
し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
し
た

。

ま
た
大
屋
根
を
吊
る

、

ザ
イ
ル
は
、
巨
大
な
重
量
を
明
快
に
タ
ワ

ー
へ
と
伝
え
る
た
め
直
線
状
の
配
置t
し
た
。

ザ
イ
ル
そ
の
も
の

は
、
吊
橋
で
使
用
さ
れ
る
パ
ラ
レ
ル
・

ワ
イ
ヤ
ー

・

ス
ト
ラ
ン
ド

を
採
用
し
た

。

こ
う
し
て
立
体
ト
ラ
ス
、
タ
ワl
、
ザ
イ
ル
か
ら
成
る
ス
ー
パ

ー

・

ル
l

フ
本
体
の
基
本
構
想
が
で
き
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

そ

の
設
計
に
あ
た
っ

て
は
、
屋
根
部
分
の
巨
大
な
荷
重
は
い
う
に
及

ぱ
ず
、
風
、
地
震
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
よ
う
な
荷
重
、
そ
し
て
砂

漠
地
方
の
温
度
変
化
なr
、
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
想
定
し
つ
つ
検
討

を
行
っ
た

。

そ
の
結
果
、
構
造
と
し
て
の
安
定
性
、
構
成
部
材
の

ス
ケ
ー
ル
、
技
術
上
の
可
能
性
、
経
済
性
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

五
百
川

×
五
百
日
を

一
ユ
ニ
ッ

ト
と
し
、
全
体
で
四
ユ
ニ
ッ
ト
構

成
の
ス
ー
パ
ー
－
ル
l

フ
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

四
、

設
備
｜
｜

砂
漠
に
誕
生
す
る
快
適
な
環
境

ェ
、
不
ル

、

ギ
l

源
、
水
利

設
備
面
に
つ
い
て
は
、
冷
房
、
照
明
、

則
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
独
自の
考
え
方
を
展
開
し
て
み

た

①
冷
房
に
つ
い
て

ス
ー

パ
ー

－

ル
l

フ
の
存
在
に
よ
り
砂
漠
地
方
の
陽
射
し
は
和

ら
げ
ら
れ

、

輯
射
熱
も
軽
減
さ
れ
る。

し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

を
さ
ら
に
容
易
に
し
、
ま
た
二
十
五
万
人
に
及
ぶ
収
容
人
員
に
快

適
さ
を
提
供
す
る
た
め
の
冷
房
は
、
不
可
欠
で
あ
ろ
う

。

こ
こ
で

は
、
観
客
席
、
ト
ラ
ッ
ク
（
川
凶
参
照
）
、
さ
ら
に
野
球
場
や
サ
ッ
カ

ー
場
の
必
要
個
所
に
局
部
冷房
を
採
用
し
、
空
調
範
囲
を
限
定
し

て
エ
、
み
ル
ギl
消
費
を
最
小
限
に
抑
え
た。

ま
た
、
独
特
の
も
の

t

し
て
、
公
共
地
域
に
は
五
十
灯
四
方
に

一
ヵ
所
の
割
合
で

「
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ

ト
」
（
附
図
参
照
）
を
設
置
し
、
冷
風
と
飲
料
用
冷

水
を
提
供
す
る
オ
ア
シ
ス
と
し
た。

②
照
明
に
つ
い
て

13 

地上節分のみならず、築堤地下部を有効利用し、ウエイ

トリフティング、体操、バレーボール、バスケットボール

などの様スポーツ施設及び、 10000台収容の地下駐車織を設

置した。 また、外部からの主要交通機関としては、近郊都

市と結ぶ直通の全自動無人運転列車のシャトル使を想定し、

そのための地下ステーションも段置した。

図置同己ムアシタス

500 Ill 400 :100 200 100 

屋
根
卜
ラ
ス

t

部
に
張
ら
れ
た
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
・

フ
ィ
ル
ム
か

ら
の
透
過
光
と
、
築
堤
上
部
か
ら
の
天
空
光
に
よ
る
照
度
を
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
結
果
、
日
中
は
公
式
競
技
に
必
要
な
照
度
を

上
回
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
夜
間
競
技
に
つ
い
て
は
立

体
ト
ラ
ス
面
か
ら
の
昇
降
式
照
明
を
考
慮
し
、
中
央
広
場
な
ど
に

は
、
別
に
反
射
鏡
面
を
用
い
た
グ
レ
ア
レ
ス
照
明
器
具
を
工
夫
し

た
③
エ
、
不
ル
ギ
l

源
に
つ
い
て

今
回
も
っ
t

も
特
徴
的
な
エ
、
み
ル
ギ1
源
ー
と
し
て
、
京
都
大
学

工
学
部
の
吉
田
善

一教
授
が
開
発
さ
れ
た
グ
新
物
質
。
を
誌
と
採

用
し
た

。

こ
の

。
新
物
質
。は
、
太
陽
熱
を
ヒl
ト
ロ
ス
な
し
で

貯
蔵
し
、
触
媒
の
加
減
で
自
由
に
必
要
熱
量
が
取
り
出
せ
る
画
期

的
な
も
の
で
、
砂
漠
の
豊
富
な
太
陽
熱
利
用
の
た
め
、
同
教
授
の

了
承
を
得
て
こ
こ

に
太
陽
熱
冷
房
シ
ス
テ
ム
’
と
し
て
採
用
し
た
も

の
で
あ
る
（
附
図
参
照
）
。

ま
た
、
同
じ
く
砂
漠
の
太
陽
熱
を
利
用
し
た
ソ
ー
ラ
ー
発
電
、

冷
却
水
を
必
要
t

し
な
い
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
プ
ラ
ン
ト
、
そ
し

て
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
か
ら
の
廃
熱と
多

量
の
ゴ
ミ
焼
却
か
ら
出
る
熱

を
使
用
す
る
吸
収
式
冷
凍
機
な
ど
の
諸
設
備
を
、
冷
房
及
、
び
照
明

用
と
し
て
採
用
し
た
。

④
水
利
用
に
つ
い
て

水
の
有
効
利
用
は
、
砂
漠
の
地
域
特
性
上
、重
要
な
テ
l

マ
で

あ
る
。

ス
ー

パ
ー
・

ル
l

フ
の
下
で
使
用
さ
れ
る
水
（
飲
料
水
、

14 
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樹
木
へ
の
撒
水
な
ど
）の
量
は
、

一
日
当
た
り

二
万
五
千
立
方
灯

え
る
が
、
と
り
わ
け
そ
の
工
事
は
未
曾
有
の
も
の
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
地
上
三
百
灯
の
タ
ワ
ー
が
四
基
、
そ
の
地
上
七
十
幻
の
位
置

置
を
設
け
て
給
水
す
る
。

但
し
プ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
重
量
は
四
十
万
ト
ン（含
む
塔
体
）に
な
る
。

こ
と
の
で
き
る
先
端
技
術
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
屋
根
よ
り

上
に
な
る
タ
ワl
部
（
二
百
三
十
川
）
を
こ
の
工
法
に
よ
り
建
設
。

こ
れ
に
、
地
上
で
組
み
立
て
た
立
体
ト
ラ
ス
の
大
屋
根
を
据
え
付

け
、
上
部
を
覆
う
フ
ィ
ル
ム
や
諸
設
備
も
こ
の
時
点
で
取
り
付
け
る
。

②
吊
り
ザ
イ
ル
緊
張
工
事

別
図
（
叩
図
参
照
）
に
あ
る
各
種
ザ
イ
ル
に
よ
り
、
タ
ワ
！
と

立
体
ト
ラ
ス
と
を
緊
張
す
る
工
事
。
七
十
ト
ン能
力
の
油
圧
ジ
ャ
ッ

キ
八
十
台
を
必
要
と
す
る
。

に
達
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
中
水
と
し
て
の
再
利
用
を
考
慮

し
で
も
、

新
た
に
砂
漠
に
十
本
程
度
の
井
戸
を
掘
削
し
、
浄
化
装

に
、
総
重
量
三
十
二
万
ト
ン
の
大
屋
根
を
据
え
付
け
る
の
で
あ
る
。

り

二丁
戸
、

f
l
 雑
排
水
は
活
性
汚
泥
法
に
よ
っ
て
処
理
し
、そ
れ
ぞ
れ

こ
の
工
事
を
可
能
と
す
る
施
工
技
術
の主な
も
の
は

、

で
あ
る
（
附
図
参
照
）
。

①
ス
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
ム
工
法

次
の
通
り

ま
た
、
排
水
処
理
に
つ
い
て
は
、
汚
水
は
嫌
気
性
消
化
法
に
よ

樹
木
へ
の
撒
水
な
ど
に
再
利
用
し
た
。

五
、
施
工
l
l

ス
ー
パ
ー
・
ル1
フ
建
設
の
主
要
技
術

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
タ
ワl
建
設
に
多
く
用
い
ら
れ
る
工

形
状
な
ど
を
自
由
に
変
化
さ
せ
る

③
プ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
工
事

大
阪
万
国
博
会
場
に
お
け
る
お
祭
り
広
場
の
大
屋
根（
重
量
四

ス
ー
パ
ー
・
ルl
フ
に
お
い
て
は
全
て
が
未
知
へ
の
挑
戦
と
い

法
で
、

し
、
タ
ワ
l

の
直
径
や
壁
厚
、

型
枠
を
せ
り
上
げ
つ
つ
連
続
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設

じ：Te."'\."'·'· <:::··'-'"'fP· ウ＇：T''.'"X'キペ一？？？ケ中ペデ？ナJ十円7でア二E川円〆て：午＂＇！：九円、·＂＜：·：；て三〆 古川f工、l -－~ ~~－－－ -.. 九·····. ’ • • • • ... • • 「
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千
九
百
ト
ン
）
は
、
地
上
で
全
て
を
組
み
立
て
、
エ
ア

l

ジ
ャ
ッ
キ
に

よ
り
地
上
三
十
八
日
へ
と
吊
り
上
げ
て
設
置
し
た
。
こ
れ
を
リ
フ

ト
ア
ッ
プ
工
法
と
い
う
が
、
プ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
工
法
は
反
対
に
、

全
体
を
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
で
押
し
上
げ
て
い
く
。
今
回
使
用
す
る
ジ

ャ
ッ
キ
は
、

一台
五
千
ト
ン
能
力
の
も
の
四
基
（
計
二
万
ト
ン
）
を

一

単
位
と
し

、
八
単
位
を
使
用
し
て
五
百
口
×
五
百
灯
の

一
ユ
ニ
ッ

ト
分
の
屋
根
を
押
し
上
げ
る
も
の
（
詳
細
は
問
図
参
照
）
。

プ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
工
事と
並
行
し
て
、
屋
根
ト
ラ
ス
か

ら
吊
る

十
二
層
の
オ
フ
ィ
ス
、
宿
泊
施
設
も
建
設
し
て
い
く
。

そ
の
手
順

は
、
プ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
完
了
し
た
壁
部
プ
レキ
ャ
ス
ト
版
に
埋

め
込
ん
だ
金
物
を
利
用
し
、
順
次
躯
体
を
吊
り
下
げ
て
い
く
も
の

で
、
鉄
骨
吊
り
下
げ
↓ス
ラ
ブ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
↓
外
装
カ
ー
テ
ン

ウ
ォ
l

ル
↓
内
装
の
順
と
な
る
。

④
プ
レ
ス
ト
レ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
法

こ
こ
で
は
、
タ
ワ
l

の
壁
体
に
幾
本
も
のP
C

鋼
の
よ
り
線
、

ま
た
は
鋼
棒
を
埋
め
込
み
、
こ
れ
を
ジ
ャ
ッ
キ
で
引
っ
張
っ
て
緊

張
力
を
与
え
、
タ
ワ
ー
に
加
わ
る
外
力
に
対
し
て
強
い
構
造
体
を

造
り
出
す
も
の
で
あ
る
。

六
、
建
設
費
、
工
期

19 

ス
ー
パ
ー
・
ル
l

フ
及
、
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
の
建
設
費
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
見
積
っ
た。
（
昭
和
五
十
七
年一
月
現
在
）

O

ス
ー
パ
ー
・
ル
l

フ
工
事
費
六
千
億
円

O

競
技
場
関
係
施
設
費

二
千
億
円

O

そ
の
他
共
用
施
設
費
千
五
百
億
円

。

総
合
管
理
費
五
百
億
円

総
合
計

一
兆
円

こ
の
見
積
り
は
、
東京
都
内
に
お
い
て
建
設
す
る
も
の
と
し
て

試
算
し
、
物価
上
昇
率
は
見
込
ん
で
い
な
い
。

ま
た
、
新
物
質
に

よ
る
ソ
ー
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
は
、
現
段
階
て
は
ま
だ
算
定
不
能
で

あ
り
、
こ
こ
で
は
除
外
し
た

。

競
技
場
関
係
施
設
に
は
地
下
駅
を
除
く
地
下
各
競
技施
設
、
プ

レ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
管
理
施
設
が
含
ま
れ
、
そ
の
他
共
用
施
設

は
、
中
央
広
場
、
公
園
－
モ
ノ
レ
ー
ル
、
空
中
遊
歩
道
、
ゴ
ン
ド

ラ
、
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
、
築
堤
他
で
あ
る
。
ま
た
総
合
管
理
と
は
、

調
査
、
研
究
開
発
、
設
計
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る

。

な
お
、

工
期
に
つ
い
て
は
全
工
期
約
七
年
（
う
ち
大
屋
根
部
が

四
年
）
を
想
定
し
て
い
る
。

七
、
作
業
を
終
え
て

一
千
灯
×

一千
口
の
ス
ー

パ
ー
・
ル
l

フ
建
設
計
画
が
、
よ
り

身
近
な
も
の
と
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
「
砂
漠
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
」
と
ピ
フ
肉
付
け
が
与
え
ら
れ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l

ム
の
メ
ン
バ
ー
に
、
新
た
な意
欲
と
情
熱
を
お

こ
さ
せ
る
に
足
る
壮
大
な
ロ
マ
ン
を
感
じ
き
せ
たの
で
あ
る
。

し
か
し

一
方で
は
、
砂
漠
に
対
す
る
未
知
の
不
安
も
決
し
て
少

な
く
は
な
か
っ
た
。
砂
漠
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
ま
だ
ま
だ
理
解

を
超
え
た
場
所
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
・
ル
l

フ
建
設
計
画
に
お
い

て
も
、
砂
漠
の
特
殊
性
が
し
ば
し
ば
論
議
の
的
と
な
っ
た
。
だ
が
、

そ
う

し
た

問
題
を
乗
り
こ
え
て
、
わ
れ
わ
れ
に
作業
を
完
遂
さ
せ

た
も
の
「

l

そ
れ
は
、
ロ
マ
ン
を
現
実
の
も
の
に
し
よ
うt
し
て

い
る
砂
漠
の
国
が
あ
る
、
と
い
う

事
実
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の

こ
の
建
設
計
画
が

一
つ
の
引
き
金
と
な
り
、
砂
漠
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
近
い
将
来
仁
実
現
す
れ
ば
、
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

現代の大屋根構造例人聞は古代より想像力を駆使しながら、機々な建築創造を繰り返し樹毘的な挑戦を行って会た。それはJ高さ」への挑戦であり、「大空間」への挑戦てeもあった。 大
空間の必罰金は歴史的にみると、宗教建築が主流であった。紀元前27年に車宣されたパンテオンの大ドーム（宙圭・高さともに45 . 2~;o）がその最初とされている。 ま
た、産業革命後、工場・コンサートホール・スポーツ施設・博覧会のパビリオン等、新しい社会のニーズの出現によ ってさらに様々な大空聞が誕生した。構造・材料・

工法等の新しい技術の発達がそれらを可能にしたのである。そこで、「大空間」の創造を可能にした現代の大屋根の概量例とその著名な建築例をまとめてみた。

スーノfー・ノレーフを東京の街に置くと
1,ooo:;;:x 1,ooo f：.：の大屋根のスケールを分かり易〈表現するため、東京駅の丸の内側l駅

舎正面を中心として、スーパー・ ルーフを置いてみた。 すると、丸の内のオフィス街は馬

場先議に至るまですっぽりと入り、八重洲側も銀座通リ近くまで覆うことが可能となる 。

（写真提供 ： 公共施設地図航空）
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